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sclerosing variant of papil lary thyroid 
carcinoma，以下 DSPC）は若年女性や小児に
好発し 1,2），甲状腺乳頭癌の 0.4 〜 0.7 ％を占め






























（Pap. 染色 , × 40）．
2b： ミラーボール状の乳頭癌細胞塊．集塊辺縁に




















　同年 6 月，造影 CT 検査では，超音波検査と

















空胞）（矢印）をみる（Pap. 染色 , ×100）．
2d： ライトグリーンに好染する細胞質を有する細
胞の渦巻き状パターンをみる．これは扁平上
皮化生を示唆している （Pap. 染色 , × 40）．
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HE 染 色 , × 10，3d：Masson’s trichrome 染 色 , 
× 10）．
図３（e － f）：病理組織所見．
3e： 多数の砂粒体をみる乳頭癌巣（HE 染色 , ×
20）．










い が，Bongiovanni ら 7） や Takagi ら 8），Koo


























については，Bongiovanni ら 7）と Takagi ら 8）
は高頻度であったと報告しているが，Koo ら 9）
の報告では 6.3 % と低値であった．Koo らの
DSPC 症例では，組織学的にも 16 例中 7 例の
みしか扁平上皮化生部を認めておらず，検討し
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